



















































































































































































































































































良寛の挿話があることに目を向け、和歌「白雪を よそにのみ見て 過ぐせしが まさに
わが身に 積もりぬるかも」、「白雪は 降ればかつ消ぬ しかはあれど かしらに降れば 
消えずぞありける」の存在を示し、また登場人物である小泉の造形にも良寛の存在が重ね
られていると考えられることから、その受容のありようを考察した。さらに、小泉が纏う
虚無と枯淡の心境、一回性であるが故の煌きを湛えた弘子の性愛、そして美の作り手とし
て顕現する弘子の義母の様相など、後期川端文学における〈老い〉の主題のヴァリアント
を登場人物それぞれに焦点化して分析を行ったものとなっている。 
 
第四章 「美しさと哀しみと」―静止する時空 
 第四章では長篇「美しさと哀しみと」（『婦人公論』、昭３６・１～３８・１０）を考察の
対象とした。本作における〈陰陽モティーフ〉が、「絵は二枚で、簡単な額装がしてあつた。
その一つは「梅」の図であつた。梅といつても、ただ一輪の花が赤子の顔ほどにも大きく
描いてあつて、枝も幹もない。しかも、一輪の花に紅い花びらと白い花びらとがついてゐ
る。そして一つの紅い花びらのうちに濃い紅と淡い紅とがふしぎに描きわけてある」、「も
ちろん、音子も一人の舞妓が二人になつて拳をしてゐるやうに描いた。一人の舞妓が二人
の舞妓、二人の舞妓が一人の舞妓、あるひは一人でも二人でもない、なにかふしぎな感じ
が、この絵のねらひであつた」とあるように、二人の女性の絵によって描かれた被写体／
〈モデル〉として顕現していることに着目し、小説家である、主人公大木によって書かれ
た作中作「十六七の少女」との関連を軸に論じたものとなっている。まず、「十六七の少女」
において、モデルと現実という虚実のあわいの中で主体が明滅し、揺らめくありようを視
座に、「書かれたことによつて、それは不滅の言葉になつたやうに思へた」と記述される、
小説に書かれた言葉それ自体がもつ自律性と、その拘束力の機能を分析した。その上で、
〈川〉と〈みづうみ〉の表象、作中の時間、そして物語の中で重要な役割を担う、既にこ
の世を去った死者たちにそれぞれ目を向けることで、登場人物けい子の〈再生〉の意味を
考察した。さらに本作が〈中間小説〉とされたことに起因するドラマ性を、あえて大木の
小説の次回作における題材として位置づけることで、本作がもつメタフィクショナルな構
造を明らかにした。 
 
第五章 「たんぽぽ」―その〈二重性〉をめぐって 
 第五章では川端最後の未完の長篇「たんぽぽ」（『新潮』昭３９・６～４３・１０）を、
その二重性の分析を軸に考察した。本作において、「たんぽぽの花は、たしか、夕方につぼ
んで、朝にまた開くやうに、わたしはおぼえてゐるんですけど、さうぢやなかつたでせう
か」という言葉の背後から浮かび上がる、〈たんぽぽ〉の花に仮託された〈生命〉の誕生（開
く）と消滅（つぼむ）という二重性を淵源とした、プリミティヴかつ壮大な主題が織り込
まれていることを指摘した上で、作中における〈人体欠視症〉と性愛の連なりを、〈言葉〉
との関係を軸にその諸相に注目することで、〈言葉〉という牢獄に囚われ、それでもなお原
初的な性愛の行為によってのみ、その彼方を夢想する、という在り方が縁どられている作
品世界の一面を示した。その上で、出産に纏わるアンビバレントな稲子の心象、稲子の父
木崎の性愛の淵に潜む、戦争の痕跡を炙り出す方法、作中の空間において仕掛けられた二
元的要素などを浮き彫りにするとともに、本作が絶えざる相対化を読み手に促しつつ、新
たな認識の地平へと誘う作品であることを明らかにした。 
 
３、課題 
 以上のように、本研究は川端文学における〈陰陽モティーフ〉というフレームを各作品
の中で分析し、さらに解釈に際してその機能がもつところの意味を精細に捉えることで、
時代や位相の異なる（「合掌」も含めれば）十二の作品をゆるやかに接続させ、その文学世
界の新たな相貌を多面的に切り拓くことを試みたものとなっている。また、本研究は、そ
うしたモティーフが個々の作品の中でいかなる形で表象され、またそうしたフレームを積
極的に用いることで、どのような作品世界が立ち現われるのか、ということに常に主眼を
置き、その内実を明らかにするものであった。そのような視座で全体を俯瞰すれば、そこ
には単純な〈二重性〉という言葉には留まらない多様なヴァリエーションが包含されてお
り、また作品の成立を支えるための重要なファクターとしてそれぞれ機能していることが
確認された。 
 〈一人で二人〉、〈二人で一人〉というフレーズに象徴される川端独自のモティーフは、
統合と分裂を繰り返すことで、独自の夢幻的世界を形成するとともに、時代の徒花として
終わるのではなく、むしろその特異性ゆえに古典の文脈を自在に手繰りよせ、日本文学の
〈伝統〉に連なる方途を見出してゆくとも言える。だがそれはあくまでも一面的な把捉で
あり、他方で〈伝統〉を無邪気に言祝ぐことに終始せず、〈新感覚派の旗手〉として文壇に
登場してからその死に至るまで、川端が文学の〈奇術師〉として不断に小説の実験を繰り
返していたことも忘れてはならないだろう。そうしたプロセスの中で〈陰陽モティーフ〉
が作品成立の一つの契機を担う重要な役割を果たしていたことが、こうした系譜を辿るこ
とで、より明確に示されたと思われる。 
 もちろん、〈二重性〉ということのみを以って考えれば、どのような形であれ、およそ〈文
学〉と名の付く小説であれば、そうした要素を大なり小なり抱えていることは自明であり、
それは川端文学のみに限った話ではないだろう。だが、あまりにも有名な「雪国」冒頭の
〈鏡〉や「反橋」連作の〈双子の娼婦〉に象徴される、人々の心を捉えて離さない独自の
美を携えた〈二重性〉は、やはり川端随一のものであるとともに、それはこれまで確認し
てきたような独自のメカニズムを備えており、そうしたモティーフの機能をリニアな視座
で分析することは、川端文学を横断的に捉える一つの方法として有効性をもつように思わ
れる。一方で、いわゆる〈代表作〉と呼ばれる作品群と、それ以外の作品とで論考の偏り
が多く見られる点を踏まえ、そうした懸隔を埋める必要は、川端文学の多様な様相を知る
上でも、同時にあるように思われた。論考がない、もしくは言及されることが少ないこと
で、その作品に対する議論や更なる解釈が停滞し、その結果としてさらに論究されなくな
る、という悪循環に陥らないために、そうした作品を代表作と並行して論じることは、本
論文であえて選び取った方法であるとともに、そうした作品が川端文学の創作手法を如実
に浮かび上がらせることは、これまで確認してきた通りである。 
だが同時に、本研究において取り落とした作品も少なくはなく、また決して川端文学の創
作手法のすべてが〈陰陽モティーフ〉のみで捉えきれるものではないことは当然である。
今後の課題として、そうした手法のみに拘泥するのではなく、作品を考察するに際して、
より広い見地からの、同時代言説や他作家とのかかわりなどを含めた多角的な検証が求め
られる。こうした点に留意し、今後も川端康成文学の更なる研究を進めていきたいと考え
ている。 
